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建設業の労働災害防止緊急対策について

東京労働局 (局長 西岸正人)は、建設業の労働災害が死亡災害・休業災害
共に前年同期に比べて1曽加状況が続いている状況に鑑み、下記の通り緊急対策
に基づ<取り組みを実施いたします。 (災害発生状況別添資料参照)

これまでの実施事項と今後の取り組みについて

平成26年8月5日映)厚生労働省「労働災害のない職場づ<りに向けた緊急対策」

平成26年8月 5日 (火)東京労働局
大規模工事現場について緊急パ トロールを実施

平成26年8月 22日 (金)東京労働局
東京労働局長から建設業労働災害防止協会東京支部長に災害防止要請書を交付

平成26年 9月 5日 (金 )
東京労働局長と建設業労働災害防止協会東京支部長との合同現場緊急パトロール実施

東京労働局労働基準部

照 1 安 全 課 長  丸山 太一
産業安全専門官  長澤 英次
TEL 03-3512-1615

(夜間直通 03-3512-1537)
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平成26年 10月 1日から10月 17日
建設現場一斉監督 (管内18労働基準監督署において実施) 別添 3参照

平成26年 9月 19日 (金)東京労働局会議室
建設工事関係者連絡会議 別添1参照

平成26年 9月22日 (月 )東京労働局会議室
建設業労働災害防止緊急対策会議

別添 1参照

平成26年 10月 16日 (本)一ツ橋ホール
大規模建設現場労働災害防止決起大会 別添 2参照
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足場からの墜落災害

新築工事現場において、移動式クレーンを用いて足場の解体工事中、被災者が、枠組足場第8

層にてワイヤーの玉掛け及び垂直ネットの処理を行つていたところ、地面まで14.2メートルの高
さから墜落したもの。(30歳代日経験10年以上 )

パネルの倒壊災害

大学校内の学生会館の耐震補強工事を行う際に専用の円型台車を用いて、学生会館の1階入

口から鉄製の耐震補強材パネル (高さ206センチ、重さ1.3トン)の搬入作業を行つていた。その

際に搬入口に段差があったため仮設スロープを作り、1名がチェーンブロックを用いて斜め方向に

引き、3名でパネルを支え、台車の方向を調整しながらス回一プ上を移動させていたところ、パネ

ルが転倒し1名が下敷きになり死亡したもの。(50歳代日経験30年以上 )

ドラグショベル旋回体でのはさまれ災害

水道工事現場において、工事現場に隣接する住宅の玄関先で養生作業を行つていた職長であ

る配管工が、旋回したドラグシヨベルの旋回体(右側後方部分)と付近にあつた電柱との間に挟ま

れて被災したもの。(30歳代日経験20年以上)

柱鉄筋の倒壊災害

RC造マンション住宅新築工事現場において、柱筋の地組を行つていたところ、組立中の柱筋
(高さ4メートル)6台を立てた状態でクランプ留めしていた架台 (単管パイプで組んだやぐら)が転

倒し、柱筋配筋作業に従事していた3名の鉄筋工が、鉄筋等の下敷となり、うち2名 が死亡したも

の。(20歳代日経験1年以上5年未満)(30歳代日経験5年以上10年未満 )

暮成困轟 ,平成25年 年轟死亡者数‰人
(本年1ま既に過去3年間の年間数と同数)
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平成 26年 9月 12日

東京労働局労働基準部安全課

照 1 課     長 丸山 太一
会 1 産業安全専門官 長澤 英次

先 1 丁 EL:03-3512-1615

東京労働局 (局長 西岸正人)は、建設業の労働災害が死亡災害・休業災
害共に前年同期に比べて増加状況が続いている現状に鑑み、本年8月 5日に
本省から緊急対策が示されたことを踏まえ、建設業労働災害防止協会東京支

部の支部長以下役員会社約100社の代表者の出席を図り、緊急要請について
説明するとともに、建設業の労働災害防止の徹底を図るため緊急対策会議を

開催する。

なお、これに先立つ9月 19日 (金)に国 0東京都等の公共工事発注機関・
工事施工業重回体・災自防止団体等建設工事関1系者との連携を図り、建設業

の労働災害防止を図る連絡会議を開催する。

建設業労働災害防止緊急対策会議

日 時  :
場 所 :

出席者  :

平成26年 9月 22日 (月 ) 14:○○～15:30
東京労働局 11階含庁共用会議室 1-101-2
建設業労働災害防止協会東京支部役員会社 約100社

建設工事関係者連絡会議

時

所

者席

日

場

出

平成26年 9月 19日 (金) 13:30～ 16:OO
東京労働局 11階含庁共用会議室 3-2
公共工事発注機関・工事施工業者団体 0災害防止団体等

別添資料

1 建設業労働災害防止緊急対策会議次第
2 建設工事関1系者連絡会議次第

取材いただける報道機関については別紙出席票をファックスいただきた<存じます。



建設業労働災害防止緊急対策会議

平成 26年 9月 22日 (月 )

於 :九段第 3合同庁舎共用会議室 1-1・ 1-2

次  第

東京労働局長

建設業労働災害防止協会東京支部長

別添 1の資料 1

西岸 正人

(2:00-2 : 10)

大島 義和

(2: 10ハ▼2:20)

1 あいさつ

東京労働局説明

労働災害のない職場づくりに向けた緊急要請

労働災害発生状況 と問題点について

東京労働局労働基準部安全課長 丸山 太一

(2:20～ 2:50)

緊急対策の取組状況の発表

(株)竹中工務店 東京本店

(株)長谷エコーポレーション

(2:50～ 3:30)

3:30終了予定

はご遠慮ください。



別添 1の資料 2

平成 26年度 東京労働局 建設工事関係者連絡会議
‐                 平成 26年 9月 19日 (金 )

於 :九段第 3合同庁舎共用会議室 32

次   第

1 開会あいさつ

西岸労働局長  (1:30～ 1:40)

2 東京労働局説明

(1)建設工事関係者連絡会議の趣旨及び協議事項について

(1:40-2:00)

安全課長 丸山 太一

(2)労働災害発生状況等について             (2:00～ 2:25)

安全課 主任安全専門官 神山 周二

(3)建設工事関係者連携状況等について          (2:25～ 2:50)

安全課 安全専門官 長澤 英次

(報道機関の取材はここまでとなります)

休  憩 (10分 )

3 情報交換 (発注者・各団体の取組等 ) (3:00-3145)

4質 疑

4:00終了予定



鍵魂醜証
東京労働局発表
平成 26年 9月 12日

照 l東京労働局労働基準部安全課
課     長 丸山 太一

会 1 産業安全専門書 真摩 葉次
先 lTEL:03-3512-1615

東京労働局 (局長 西岸正人)は、東京労働局管内において、
大規模建設工事現場 (請負金額50億円以上)における死亡災害が
増加していることから、東京労働局管内で施工する大規模建設工事
現場の現場代理人 0職長会役員等の出席を図り、本年8月5日 に本
省から示された緊急要請の内容や現場における労働災害防止対策等
について説明するとともに、各現場の安全宣言や職長による災害防
止の決意表明等により、出席現場の災害防止に向けての意識を高め
るための緊急決起大会を開催する。

時

所
日
場

平成26年 10月 16日 (木) 13:30～ 16:OO
干代田区一ツ橋2-6-2
日本教育会館3階 一ツ橋ホール
東京労働局管内の大規模建設工事現場の現場代理人

安全衛生担当者 0職長会会長等 約200現場 600名
出席者  :

大規模建設工事現場の死亡災害件数の状況(8月末現在数値の比較)
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局」添 2の大会次第

大規模建設工事現場労働災害防止決起大会

平成 26年 10月 16日 (木 )

於 :日本教育会館 一ツ橋ホール

1 あいさつ

東京労働局長 西岸 正人

(1 :30-1 :40)

東京労働局説明

労働災害のない職場づくりに向けた緊急要請

労働災害発生状況と問題点について

東京労働局労働基準部安全課長 丸山 太一

(1:40～2:10)

建設現場における労働衛生対策について

東京労働局労働基準部健康課長 渡邊 富雄

(2: 10-2:40)

3 緊急対策の取組状況・職長会の活動状況の発表

大規模工事現場から2現場を予定

4職 長会会長による安全宣言

(2:40-3:20)

(3:20-3:40)

5 決意表明

職長会会長 10名程度登壇

職長代表者

第次

4:00終了予定



別紙出席票

平成 26年  月  日

東京労働局労働基準部

安全課 長澤 行

建設業労働災害防止緊急対策関連行事への取材出席について

送付先

東京労働局労働基準部

安全課  ファックス 03-3512-1559
担当  長 澤  (各会議開催日の前日午後 3時)までに連絡をお願いいたします。
どうぞよろしくお願いします。

報道機関等名称

出席者職氏名

連絡先 (電話等 )

取材日

(○印をお付けください)

平成 26年 9月 19日 「建設工事関係者連絡会議」

平成 26年 9月 22日 「建設業労働災害防止緊急対策会議」

平成 26年 10月 16日 「大規模建設工事現場労働災害防止決起大会」



()厚 生 労 働 省
東 京 労 働 局 発 表

平成 26年 9月 12日

【趣  旨】
平成26年の東京労働局管内の建設業の死亡災害は、平成26年 8月末日現在の数値で26人と昨

年同日の14人と比較し、大幅に増加している状況にあります。

東京労働局としては、建設業における労働災害防止の緊急対策として、平成26年 8月 5日 に建

設現場のパトロールを実施したほか、事業者団体等に災害防止の緊急要請を行い、平成26年 9月

5日 には東京労働局長と建設業労働災害防止協会東京支部長との合同現場緊急パトロールの実施
を行ったところですが、同対策の一環として、さらに建設現場に対し、一斉監督の実施を行うこ

ととしました。
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東京労働局労働基準部監督課

監 督 課 長 岡田 直樹
監察 監督 官 白浜 弘幸
電話 03-3512-1612

(夜間直通 03-3512-1537)

建設現場の一斉監督実施について

～死亡災害の急増を背景に緊急対策として実施決定～

東京労働局 (局長 西岸 正人)は、平成 26年 8月末日現在において、東京都内の建設業におけ
る死亡災害が急増していることから、労働災害防止の緊急対策の一環として、管内 18の労働基
準監督署において、建設業一斉監督を平成 26年 10月 に実施することとしました。

1.対  象
2.期  間
3.実施結果

都内の建設工事現場  (管内18監督署において鋼
平成26年 10月 1日から10月 17日

※ 実施後公表予定


